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令和 4年度見沼たんぼくらぶ総会開催 
 令和４年４月９日（土）見沼グリーンセンターにおいて「令和４年度総会」を開催された。   

総会では「令和３年度事業報告及び決算報告」が承認され、引き続き「役員改選」において「令

和４年度～５年度役員」が選出された後、「令和４年度事業計画及び予算案」が可決され、令和

４年度がスタートした。 

 令和4年度選出の新役員は下記の通りである。 

令和４年度～５年度 見沼たんぼくらぶ役員 

会 長 三上 雅央（浦和区） 新任     副会長 厚澤 正栄（緑区）  再任 

副会長 砂長 敏郎（桜区）  新任     副会長 江口 明男（大宮区） 新任 

理 事 繪野澤俊弘（見沼区） 新任     理 事 小川 武夫（大宮区） 新任 

理 事 落合 秀行（見沼区） 新任     理 事 北原 典夫（中央区） 再任 

理 事 小林 裕 （西区）  新任     理 事 佐々木明男（見沼区） 再任 

理 事 佐藤 清章（浦和区） 再任     理 事 田母神昭八（大宮区） 再任 

理 事 長澤 義則（南区）  再任     理 事 召田 紀雄（西区）  再任 

理 事 鑓水 和夫（北区）  再任     理 事 若野 忠男（春日部市）再任 

監 事 肥田野徳春（さいたま商工会議所）再任 監 事 細沼 利康（ＪＡさいたま）再任 

顧 問 石川 護 （県土地水政策課長） 再任            （繪野澤 俊弘記） 

 

会長就任に当たって          

                  見沼たんぼくらぶ会長 三上 雅央  

 このたび、皆様のご推挙を受けて会長に就任いたしました。浅学非才の身ではございますが、会員各位

のご支援をいただき、職責を果たしてまいる所存でございます。 

見沼田圃は、大都市の市街地に近接した大規模な緑の貴重な空間として、遊水、防災、農業、レクリエ

ーションなど多くの機能を果たしているとともに、自然と風景、歴史と文化を持った価値ある市民共有の

財産です。そして、見沼の自然は、人々の生活の営みや文化や歴史や伝統行事やそういうものと一緒にあ

って、人の力で支えられています。 

この財産を次の世代に残していく活動は、まことに重要なことだと思っております。 

当くらぶは、ふれあい農園づくり、自然観察ハイキング、清掃ボランティア、見沼塾などいろいろな活

動を展開し、多くの市民の参加をいただきながら、見沼田圃のすばらしさを発信しています。 

 見沼たんぼを守り、愛していこうという私たちの活動は、多くの人々の同感を得て支援をいただいてお

ります。見沼を愛する諸団体と協調を図りながら、より一層の努力をしていこうではありませんか。 

私としましても、昨年逝去された新井前会長の遺志を受け継いで当ぼくらぶ発展のため尽力しますので、

重ねて皆様のご支援、ご協力をお願いします。 
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          見沼たんぼくらぶのイベント 

      第 84回見沼の自然と史跡を訪ねて(第 84回～第 86回)                     

1． 第 84回見沼の自然と史跡を訪ねて 

 第 84回「見沼の自然と史跡を訪ねて」を 3月 20日（日）実施しました。参加者は 14名、晴天で 

寒風ほぼなしです。集合場所は京浜東北線さいたま新都心駅札改口前で、駅の東側にある新都心東口広 

場で集会を行い観察会の出発です。 

観察会コースは鴻(高)沼用水・見沼代用水西縁（境橋）・みぬま見聞館・山口橋・上山口新田・圓蔵院・ 

中山神社です。先ず、西側に拡がる低地への灌漑用水として享保 14年（1729）に見沼代用水の竣工後に西縁か

ら分水する新たな水路を開いた鴻(高)沼用水路に沿い東に進みます。見沼代用水西縁に架かる境橋に着きます

が、鴻(高)沼用水への取水口があります。ここに「高沼用水」の説明版はあります。みぬま見聞館へ向かうた

め畑の中の農道を進みます。この辺には外来種が可成り生えていますが、建設工事等で発生した残土の搬入な

どの影響でしょう。所々に残土の小山がありますが、ここにフキノトウやショカツサイが有り、すでに観察済

みのツクシ含めて、食用にできる野草の話題も出てきました。 

 みぬま見聞館に到着します。ここは大宮南部浄化センターの南側にある環境学習施設です。その南側には自

然庭園があり樹木や野草は植えられています。丁度、サクラの開花時期でもあり、オオカンザクラ・ヒカンザ

クラが咲き、その他ウグイスカグラなどの花もあります。芝川には多くのオオバンは見られましたが、以前居

た渡りの鳥達は既に番を選び北に飛び立った後でした。カワセミは芝川の土手の所に居ました。芝川の土手に

はセイヨウカラシナが生えており、丁度摘み取り時期です。芝川を山口橋で渡り水田のある上山口新田へと行

きます。ここでは春の七草を観察できる場所です。セリ・ナズナ・ゴギョウ（ハハコグサ）・ハコベラ（ハコベ）・

ホトケノザ（コオニタビラコ）・スズナ（カブ）・スズシロ（ダイコン）は春の七草ですが、残念ながら、スズ

ナ・スズシロは見付けるが出来ませんでしたが、5 種は確認できました。特に、水田が少なくなったことで容

易に見つけられなくなったコオニタビラコ（ホトケノザはシソ科の種を指す）は畔（あぜ）に葉を円形に広げ

た形（ロゼット）で可憐な花を咲かせていました。 

 

 次は真言宗寺院の圓蔵院です。ここではさいたま市の天然記念物であるシダレザクラ（樹齢約 250年）、イチ

ョウ（樹齢 600年・樹高 8ｍ・幹回り 4.5ｍ）が境内にあります。シダレザクラは咲き始めていました。このザ

クラの開花に併せて 3月下旬に「圓蔵院桜茶会」が境内で開催さ

れるようで、和服をお召しになられた御婦人達が境内に敷かれた

緋毛氈におられました。境内に花の樹木も多くキブシも見ました。 

 最後に訪れたのは中山神社です。境内では｢御朱印めぐり｣が行

われていました。この神社は、別称として中氷川神社とも呼ばれ、

氷川神社（大宮区）、氷川女体神社（緑区）と共に、一体の氷川神

社を形成して居たとの説もあります。主祭神は、大己貴命（大国

主命）であり、創建は崇神天皇 2年と伝えられ、氷川女体神社と

同年代の創建のようです。 

  

 

２．第 85回見沼の自然と史跡を訪ねて 

 

 令和 4年度総会後の本年度第 1回目の自然観察会であり、見沼地区の北東部を対象として開催されました。

12 時 30 分に市民の森の正門前を集合場所としました。参加者は１４名、天候は晴天です。新緑の樹木は美し
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く、野草も多くの種類が花を咲かせています。本日の観察コースは市民の森から通りに出て東に進み、芝川に

架かる鷲山橋を渡り鷲神社に向かいます。この神社の創建は中世、久喜市鷺宮の鷺宮神社を勧請したもので、

主祭神は天穂日命（あめのほひのみこと＝天照大御神の右の角髪（み

ずら）の勾玉から化生した神。国譲の神話の中に出てくる神）です。

現在の社殿は安政 2年（1855）の建造と伝えられ、総欅の入母屋作り

で、社殿の入り口の唐破風屋根となっています。ムクロジの大木があ

り毎年多くの果実を実らせます。また、鎮守の森の樹木としてクスノ

キ・ケヤキ・サカキ・スギ、スダジイ・ヒノキなどが有ります。 

 ここより大和田２丁目緑地・大和田 1丁目地・大和田陣屋跡を経由

しますが、大和田陣屋跡は住宅地に代わり、以前、その説明版は大和

田公園通に面して在りましたが既に無くなっています。 

 

 大和田緑地公園は大宮体育館の南に位置しますが、さいたま市みどり愛護会大和田支部の活動の基で、整備

された雑木林の林床、希少植物、公園南部の湿地等につき説明付きの観察をしました。 

 大宮第 2公園では、縄文時代の遺跡「寿能泥炭層遺跡」や、公園内の梅林の北側のハンノキ林や水路跡があ

り、この辺は以前水田があったとの資料を基に観察をしました。大宮公園では、最後に日本庭園でモミの木の

寄生するマツグミの観察で締めくられました。写真は同クラブ員佐々木明男氏提供のものです。 

 

３．第８６回見沼の自然と史跡を訪ねて 

 5月 7日（土）ＪＲ京津東北線さいたま新都心駅改札前集合として参加者 13名で開催されました。新都心東

口広場からの出発です。みぬま見聞館までは第 84回観察会と同じ観察コースですが、この期間の季節の移り変

わりは可成り急なものが有り、耕耘された畑ではオオブタクサ（キク科・外来種）が群落を形成していました。

みぬま見聞館にある「庭園・花だより」5 月号の写真も大きく変わっていました。次に見沼代用水西縁に向か

いその左岸を辿ります。見沼代用水は水田のあった場所より高い位置で灌漑に適した地形にあり、「用水」とは

飲料・灌漑・工業・消火等に使う水、の説明に納得します。 

 天沼神社は中世の修験の活動により紀州熊野大社の分霊を当社に祀ったと伝えられ、社号も以前熊野神社で

ありましたが、明治 40年（1907）に周囲の神社を合祀し、同 41年 7月に社号も村名を冠して「天沼神社」に

改称されました。社殿の前にはクスノキの巨木が迎えてくれます。また、社殿の周りにはスダジイやヒマラヤ

スギはあります。なお、百日咳に霊験があったと言われ、治癒するとシャモジを納めたことから、「おしゃもじ

様」とも呼ばれ、この地域の鎮守様でもありました。 

その東隣には｢大日堂｣があります。御本尊は大日如来で、鎌倉時代の創建と伝えられています。 

この寺院には建治２年（1276）の年号のある石塔婆、また、さいたま市天然記念物のスダジイ（樹高 14.5ｍ）

の老木もあります。 

第八代将軍徳川吉宗に命じられた井澤弥惣兵衛為永は見沼干拓工事について、見沼代用水を見沼の代わりに

利根川の水を利用して埼玉県の東南部の水田を灌漑する水路を享保 12年（1727）に完成しています。その工事

の準備のため、大日堂に泊まり、その工事にかかる準備を進めています。見沼の龍伝説がここにもあり、寺院

の東側に流れる見沼代用水西縁の左岸にはその説明版が建てられています。 

なお、井澤弥惣兵衛為永は見沼区片柳にある萬年寺に事務所を移し工事を完成させます。萬年寺境内には文

化 14年（1817）に井澤弥惣兵衛為永の遺徳をしのび碑が建てられています。 

合併記念見沼公園に移動ですが、途中の芝側小学校の道路南側には数本のニセアカシアがあり、丁度白い花

が満開でした。南門から園内に入りますが、南側の沼と池に向うが野鳥は殆どいません。沼の上に架かる木造

の通路を通り公園管理棟前に出て本日の自然観察会の解散と致しました。（若野忠男記） 
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    見沼ふれあい農園づくり(里芋・えび芋・八つ頭・しょうが栽培)  

今年も３号地で里芋・生姜などの植え付けを行いました。担当役員で事前に耕耘・施肥・マルチ張りな

どを行いました。マルチは２０本、今年から生分解性のものを使いました。マルチ１本に苦土石灰５キロ、

化成肥料５キロ、鶏糞１５キロを施肥しました。十分耕耘したので畑の土はフカフカです。 

4月 21日 植え付け 曇り時々晴れ 最高気温２１度 

先週までの暑さから一転、作業日和です。コロナの影響から今年も広報を控えたため１８名の少数精鋭

の参加となりました。会長から「農業の楽しさや大変さを味わってください」とのあいさつがあり、説明

に続いて８時半に作業開始です。はじめにマルチに穴を空け、芋類は、４０センチ、生姜は３０センチ間

隔で深さ 10～15 センチに植え付けます。生姜は手で折って三個ぐらいずつ植え付けます。折ることで刺

激になり生姜が発芽する気になるようです。中腰やしゃがみの作業が続くので腰に堪えますが、水分補給

をそれぞれ行って作業を行います。途中１回、笛の合図で全員休憩を挟んで１０時過ぎに終了しました。

里芋 50 キロ（マルチ９本）、えび芋 10 キロ（マルチ２本）、八つ頭 10 キロ（マルチ２本）、大身生姜 30

キロ（マルチ２本）、三州生姜 20 キロ（マルチ２本）を植え付けました。残りのマルチは、後日サツマイ

モを植え付けます。 

５月１９日（木） 除草・さつまいもの植え付け 晴れ 最高気温２７度 

先週までの涼しさから一転、強い日差しの中、１５名の参加とな

りました。残っていた西側のマルチ３本に棒で穴を開け、サツマイ

モの苗を斜めに植え付けます。除草作業は、マルチの間を草刈り機

で、植え付けた穴は、手作業です。里芋などは４、５センチの芽が

出ていますが、草はその数倍に伸びています。誤って芋の芽を摘ま

ないよう慎重に抜いていきます。生姜はまだ芽が出始めたばかりで外からはほぼ見えません。出ているの

は草ばかりです。植え付けが浅く、種生姜が土から露出しているものがあり深く埋め直し、少し時間を要

しました。その後、機械で刈れないマルチの脇を鎌で除草します。熱い日差しを背中に感じますが、水分

補給と全員の休憩を挟んで１０時に終了しました。休憩時間には畑脇の水路に自生していたセリや、見つ

けた野イチゴを食べるかどうかなどの話題で盛り上がりました 

６月９日（木） 除草 小雨 最高気温２５度。 

 梅雨入り直後の小雨模様の中、１２名の参加となりました。前回

と比べ芋類、生姜ともに芽が大きく伸びていますが草も負けずに茂

っています。前回同様に機械と手作業で除草しますが、このところ

の雨で土がぬかるんで作業がはかどりません。休憩を挟んで１１時

までかかりました。植え付けからここまで「農業の楽しさや大変さ」

を少し味わえました。（江口明男 記） 
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【引継ぎのご挨拶】 

八木一郎氏の当くらぶからの理事退任を機に「見沼たんぼ水彩スケッチ紀行」を引き継がせて

頂きました“落合”と申します。私は、八木一郎氏が主宰する「見沼スケッチ会」で 8 年の間、

ご指導を受け見沼地区周辺の風景を描いてきました。こらからは、小頁の水彩画を通して風景や

歴史の魅力をお伝えできたらと思っております。 

 一生懸命に努めさせて頂きますので宜しくお願い致します。 

                         

絵と解説 落合秀行 

 

氷川参道一の鳥居」 

氷川神社からの約 2km の参道は南北一直線に延び 

ており、旧中山道と分かれる位置に「一の鳥居」 

がある。寛永 5 年（1628 年）に一の鳥居から左手 

に延びる道が新たに造られるまで、今の参道は中 

山道であった。また、参道の並木は、松から杉を 

経て今の欅になった。鳥居の手前左側に「武蔵国 

一宮」の石碑が建立されている。 

 

「見沼通船堀」（東浦和） 

1731 年（享保 16 年）に完成した閘門

（こうもん）式運河。8 代将軍徳川吉宗

の命により井澤弥惣衛兵為永が新田開発

を行い、米を江戸に運ぶ為に東西の見沼

代用水と芝川を結ぶ堀で、長さは東縁が

約 390m、西縁が約 650m。2 ヵ所の閘門

で 3ｍの水位差を克服しました。 

 

            

 
                               

 

作者 佐藤和夫 

画題 加田屋新田 

 
 

                            

見沼代用水東縁にかかる締切橋から北へ広が

る一面の田んぼは、再開発される前までは沼

地だったとのことです。初夏は緑が深まり、

加田屋川の周辺にはノカンゾウなどの花も咲

き、生物の息吹を感じます 

 

 

 

「見沼スケッチの会」の会員作品 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%AD%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%9B%E6%B0%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/1628%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1628%E5%B9%B4
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見沼たんぼの仲間たち 
 

 
 

 

 

 

八木一郎先生の教え 

「見沼スケッチ会」は、見沼たんぼや見沼代用水の流域の風景を主なモチーフに水彩画の勉強をしてい

る趣味の会です。2007 年に八木一郎先生が立ち上げ、今年で 15 年目を迎えました。毎月第一火曜に開催

しており、年に一度、展覧会を開催し多くの方にご高覧頂いています。主宰はこの春に九十六歳を迎えら

れた八木先生。会員に対しては、“絵を描くことの楽しみ” を教えます。「自分が感動したものを描く」、

「写真と違い自分を通して表現する」、「絶えざる練習」などの基本姿勢と基本技術を自筆のテキストに沿

って優しく説明。あるいは、喜多氏、山里氏、塗師氏などの先学からの心構えを説きます。「自分の描き

たいところから描き始めよ、はみ出しても気にしない」、「自分の一番愛着あるものを終生のモチーフに」、

「作者の詩情があるかどうかが大事」等々、その教えは含蓄があり示唆に富んでいます。 

 

 絵を描く楽しみ 

スケッチ会は 10 時の朝礼から始まる。マナーや留意点

の確認に続いて、先生が描いた数点の作品が示されポイン

トを学ぶ。五月の定例会では、氷川女体神社の権禰宜さん

から神社の由来や神事の説明を受けてのスケッチでした。 

 
（右は、氷川女体神社。権禰宜さんの説明風景） 

朝礼を終えると各人は気に入った場所を見定めスケッ

チ開始。昼食ではあちこちで会話が弾み、微笑ましい光景

が広がる。そして 14 時。合評会がスタート。幹事は一列

に並べられた絵を一枚ずつ頭上に掲げると先生は作品ご

とに指導する。可笑しく楽しいのは、耳の遠い先生と会員とのやりとり。時には、とんちんかんな問答に

爆笑が起こります。 

 

年に一度の展覧会の準備は、半年前から始まる。全員の協力が基本であり役割を分担して進めています。

計画通りに進み鑑賞者に楽しんでもらえた時の喜びは格別だ。会員は 60 歳代から 80 歳代の人たちですが

先生と親子ほどの年齢差のある人も多い。自然の中で自由に絵を描いて楽しむスケッチ会は、貴重な場で

あり至福な時でもあります。祖先が残した見沼たんぼの貴重な遺産をしっかりと子孫に伝えていくために

も大切にしたいと心から思います。多くの皆さまにご加入いただき、一緒に描いてみませんか。 

コロナが収束したら八木先生を囲んで、たっぷりと語り合いたいと願っています。 

（見沼スケッチ会代表 落合記） 

 

 

見沼スケッチ会 第 15 回水彩画展 

・日時：７月１２日（火）～１７日（日）９時～１７時 

（ただし、最終日は１５時まで） 

・場所：大宮区役所 展示場 （大宮駅東口から徒歩約１５分） 

・展示内容：見沼の風景を主なモチーフに約８０点 

・問合せ：代表 落合秀行 （０４８-６８４-３１２３） 

 

見沼スケッチ会 
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見沼たんぼ探訪記 

見沼の竜神 

 JR武蔵野線・東浦和駅（下記写真）を後にする

と、直ぐ左手に竜の形をした像に目が止まるので

した。「見沼の竜神」像です。竜神と言えば見沼

たんぼには沢山の民話が残されており、以下の話

もその一つとされています。 

 

昔、第８代将軍・徳川吉宗公は見沼の開発を進

めた時、土木工事の権威者・井沢弥惣兵為永に見

沼地区の開発を命じました。為永は氷川女体神社

に泊まり込み、一生懸命作業を進めるのでした。

まず新田開発のためには見沼溜池の水を抜きと

り、その後に利根川からの水を用水として引き入

れることを考えたのです。しかし、この考えは、

幾度も設計段階で検討してみたものの難しく、困

り果ててしまいました。 

為永は、これではいけないと思いながらさらに

考え直すのですが、うまい解決方法が浮かんでき

ません。こうして困り続けていると、為永の前に

一人の美女が表れたのです。「私はこの沼に棲ん

でいる竜神です。良い方法があるのでお教えしま

しょう。用水を通す水路は、ヘビが山の裾を這う

ように造れば問題ありません・・・」と言い残し、

竜神は姿を消してしまいました。 

 

為永は、このお告げが夢ではないかと思いまし

たが、気持ちを取り戻し「このことこそ、氷川様

のお告げに違いない・・・」と思い直し、お告げ

に従って水路の設計を進めることにしました。 

その後、作業は順調に進み、やがて見沼代用水

路は完成するのでした。 （召田 紀雄記） 

 

 

 

 

木曽呂富士塚 

 見沼通船堀を上流側に向かって進むと、見沼

代用水東縁の流れに合流します。合流点の東側

に面した部分は丘陵部になっており、木曽呂富

士塚はその丘陵の最上部に位置しております。

塚の規模といえば高さは５．４ｍ、直径は２０

ｍの大きさであります。おそらく塚の下部は貫

通しており当時は「胎内くぐり」がこの塚で行

われていたのではないかと考えられます。      

 この塚が築造されたのは１８００（寛政 1２）

年、発願者は丸参講の信者の蓮見知重であると

されており、現存する富士塚としては県内最古

のものとされています。富士塚とは、富士講の

信者たちが造った富士山の形をした人造富士の

ことを言い、江戸時代には関東一円に見られた

との事であります。当地より富士山までの直線

距離は約１０５ｋｍと離れておりますが、信者

の中には静岡県の富士山まで実際に行く人もお

りましたが、多くの場合は行けない信者が多か

ったようです。このような人は、白衣を身に覆

い「般若心境」をとなえながら地元にあるこの

富士塚に登り、修行するのでした。 

 

 先日木曽呂富士塚（上記写真）に足を踏み入

れますと、頂上へは幅の狭い急こう配の山道が

出来ていました。頂上には樹木が生い茂ってい

て展望はあまり利きませんでしたが、江戸時代

には富士の姿が遠方にクッキリと浮かび上が

って見えていた事でありましょう。 

             （召田 紀雄記） 
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見沼たんぼくらぶのイベント案内 

  

見沼ふれあい農園づくり 

 

≪京芋・里芋・八つ頭・生姜・さつま芋≫ 

第 3号地（さいたま市緑区南部領辻三角下） 

作業は下記日程（雨天順延）です。 

作業は 8時～11時 7時 30分より受付 

⑤ ７月７日（木） 除草など 

⑥ ９月１日（木） 除草など 

＊晩秋の収穫日は後日決めます。 

＊会員申込者限定 福祉施設・保育園に寄贈 

≪秋野菜栽培≫ 

第 2号地（緑区見沼 484 見沼氷川公園南）農

地はスタッフが耕耘し、畝作りを済ませ、 

 植付けからの手作業ですから、畑づくりの未経

験者、子ども連れの参加者を歓迎します。 

 栽培種は、大根・かぶ・サニーレタス・春菊・

水菜などが予定です。作業は下記日程（雨天延

期）です。 

 作業は 10時～12時 ９時３０分より受付） 

① ９月 1 0日（土）種蒔き 

② ９月２４日（土）除草・間引き 

③ １０月８日（土）除草・間引き・収穫 

④ １０月２９日(土)除草・間引き・収穫 

⑤ １１月１２日(土)収穫 

申込み：7月 15日(金)までに事務局(右欄下      

記載の見沼たんぼくらぶ内）に、ハガキで 

住所・年齢・電話番号（同居の家族同伴の場合

は同伴者の氏名・年齢併記のこと）を提出して

ください。 

 参加費：無料（諸経費は県負担） 

 会員以外の方は埼玉県土地水政策課に申込み 

 応募者多数の場合は抽選となります。 

自然観察ハイキング  

≪第 87回 見沼の自然と史跡を訪ねて≫    

 9月 19日（月・祝）9時 30分～12時） 

 集合場所：ＪＲ京浜東北線浦和駅東口 

      （9時より受付） 

      路線バスで園芸植物園下車 

 観察コース：園芸植物園―大崎公園― 

 

 

 

 

 

木傘神社―太子堂―見沼代用水東縁右岸― 

 国昌寺―鷲神社（南部領辻） 

申込み：当日、集合場所で 

参加費：無料 

 見沼たんぼくらぶの会員募集  

見沼たんぼくらぶの入会をお勧めします！ 

 

◆季刊「みぬま通信」郵送します。 

◆埼玉県土地水政策課の支援をもとに様々な 

  体験事業を展開しています。 

◆「見沼ふれあい農園づくり」はスタッフが 

  耕し、種蒔きから始める手作業です u 

◆子ども連れ大歓迎 

 

〇 自然観察ハイキング 

   自然観察指導員のガイドで史跡巡り、 

野の花や野鳥などを見て歩きます。 

〇 見沼清掃ボランティア 

〇 斜面林の体験学習 

〇 見沼塾 

  見沼たんぼの歴史や文化などを学ぶ 

  学習講座 

 

年会費  1口  ￥１，０００ 

 個人（同居の家族単位） 1口以上   

 企業・団体       3口以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年会費  1口  ￥1000円 

 個人（同居の家族単位） 1口以上   

 企業・団体       3口以上 

 

見沼たんぼくらぶのイベント案内 


